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と について一

村井毅史

1.緒言 幡城と城下町遺跡である。既にこれらの遺跡は別稿

湖東地域の中央湖岸寄りにはお ~16世紀の中吐か において考察を行った。本稿ではこれらの遺跡の相

ら近世への転換期において、他の追槌を許さない大 関関係を考察することによって大規模な城館を中心

規模な城館を中心とする遺跡が複数存在する。それ とする集住形態の変遷を明らかにしたいと思う(図� 

は安土町金剛寺遺跡、観音寺城城下町遺跡、金制寺 )。1 

城遺跡、観音寺城遺跡、安土城跡と城下関I遺跡、八

図� 1 湖東地域中央� 
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有するとみられる。このことから 態を形成していたとみられる。

平成� 4年度� 

T9 

。� 
図� 2 慈恩寺館および居館集落推定復元国(s= 1 /2，000) 
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2.各遺跡の概要� 1

安土町金剛寺遺跡(滋窓寺の屠館集落)の構造(図� 2)

金問。寺遺跡は大きく� 2期に分かれるとし、居館と

して機能したのは工期であるとした。

慈恩寺の居館集落(金制寺遺跡)工期 金剛寺遺跡工

期は居館を中心とした居館集落であったとみられる。

金制寺遺跡E期は遺跡名のもととなった小学名「金

剛寺j が示すように寺院であったとみられる。本稿

で課題とするのは金制寺遺跡工期である。時期は15

世紀後葉から16世紀初頭とみられる。� 

a)居館蔚館は幅� 8mの濠によって画される。規

模は濠内法で、東辺140m、田辺130m、高辺105m、

北辺105mの居館で、濠内の面積は約14，000m2あり、

同時期としては県下最大の規模を

居館の居住者は当時の六角氏当主高頼であると推定

される。� 

b)外区画居館の南と西に認められる。南外区画

は賠館の濠に接する東西 130m、南北 70~80m の単

一区画とみられる。西外区画は東西48m、南北� 

150mの広場を挟んで、東西50m、南北36mを

位とする複数の区画が存在するとみられる。

よって居館と区間群によって形成される居館集務

の規模は東西300m、南北300mの大きさに復元でき

る。

またこの周閣には島状に同時期の遺構群が分布す

る。特に北側の「大町」は16世紀初頭の文献によっ

てこれ以前に成立していたとみられ、 「町J という

一般の「村J とは異なる集住形
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3.各遺跡の概要一 2 落 I期よりも防御的性格が強いとみられる。居館前

石寺の居館集落(観審寺城城下町遺跡)の構造(図 3 ) 

a)居館居館は小規模な谷筋に切り込んで形成さ

れており、南面と東面には石垣が積まれ、規模は幅 

40m、奥行き 75mである。居館入り口の石垣は東側

と西側が喰い違っており横矢を意因した形態となっ

ている o 

b)外広盟域けい成) 居館の南裾に展開し76m四方

をー単位とする複数の区間が存在するとみられる。

更にこれを取り囲んで、濠が廻っていた可能性が考え

られ、観音寺域を背後に持つことから慈恩寺居館集

方に位寵する平成10年度の発掘調査区からは当該時

期の遺物が少なく、慈恩寺居館集落工期間様、居館

に隣接して広場が存在していたとみられる。 

c)外域活館外区麗を南から包むように形成され

ており、これとは地割の方位が異なり、条里地割や

自然地形に影響を受けており、計画的に形成された

ものではないとみられる。 

d)外縁施設群外域の周囲には島状に、長之町、

酒屋町といった地名が分布しており、散在的な居住

域が分布していたものとみられる。

図 3 観昔寺城下町「石寺J 復元図 (Sヱコ 1/5，000) 
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4胞各遺跡の概要一� 3

金問寺域の構造とその変遷(図� 4)

金剛寺城の構造ははこれまでの発掘調査とその考

察及び、出土遺物の検討から大きく� 3期に分かれる

とした。

金岡1寺城� 1期

金剛寺城工期は居館の規模が条患の� 1坪半を占め

るということ以外は不明である。全体は条患の坪割

を継承し自然地形は考慮、に入れられていない。� 

B. 金制寺域立期

金持日寺城立期は先近世第� 3形態を採用する。自然

地形を活かして主郭を形成し、この北に北曲輪、こ

れらを挟んで東西に東曲輪と西曲輪が形成される、

放射状複合構造を採用し、主郭以外は付加系の曲輪

で域域を形成する。� 

C罰金剛寺城盟期

最盛期の金制寺城誼期は、� 16世紀前葉に属する。

外城の規模が南北600m、東西400m、内城を北西隅

し、金制寺が中央東側に立地する。虎口は折

れや横矢を用いるものである。� 

a) 内域内城の規模は東西150m、南北110mで、

内部は主曲輪と西曲輪、東曲輪に分かれ、放射状複

合構造を採用し中核由輪群を形成する。防御線は折

れを意識したものである。� 

b)外域 金制寺城には六角氏当主の直率軍の� lつ

である「金制寺衆J が在城していたとみられる

氏の軍事拠点である。最近の研究で、金剛寺城の堕

期は15世紀末から16世紀中頃迄の時期が充てられる

可能性が指摘されている。� 



5聞各遺跡の概要-4

観昔寺域及び城下町遺跡の構造とその変遷

観音寺城の構造は大きく 2期に分かれるとした o 

A胆観畜寺域 I期(図 5 -1) 

現況のプランが確立する以前の状況を観音寺城工

期と呼称、した。構造は内城と外城に分かれる。 

a) 内城 山頂部は周囲を急斜面に囲まれた、単独

で城郭として機能し得る城郭の防御単位として防御

上の核であったとみられ、主郭として位置付けられ

ていたと考えられる。

内城の東側には三国岩を始めとして巨岩の露頭が

認められ、磐として信仰の対象となっていたと忠わ

れる。江戸時代の観音寺城跡図によればこの直下の

平垣間 E 1に「根元観音堂J とあり、観音寺城の前

身である観音正寺がこの磐を信仰の対象としていた

ことを示している。 

b)外域外域は、囲繰系の由輪である。西尾根部

では内城から削出土塁が延び、 W1~4 迄の尾根上

削平地列の北側を菌み、南西端はW4の虎口 iで止

まる。この南東に位置する、上を小平坦地、下を緊

堀に挟まれた oも虎口の痕跡、とみられる。

東尾根部では内城から削出土塁が東のピーク“奥

の院門迄延び、これが E1~5 の平坦地の北側を囲

む。先述したように E 4 . 5間の削出土塁を断ち切

る堀切と、虎口 jはこの時期では未だ形成されてい

なかった思われ、 E期とは異なり尾根上は土塁に

よって頭された一連の平坦面列であったとみられる。

南斜面上部では下辺の東端に位置する E期の虎口 

Pの位置に E5と連携する虎口が存在したとみられ

る。南面の虎口は、南斜面中部の南辺中央、本谷か

ら上がって岩盤に突き当りここで東折し、スロープ

を上がりきった qが南斜面中部中央虎口の痕跡とみ

られる。

南斜面中部南東隅には虎口 Pとqの関係から、虎

口 rが工期まで遡ると考えられる。

外域の規模は東西500m、南北400mを有する。 

c)小括 よって工期の城域は山頂に位置する主郭

の内城、北側の尾根を部り出した土塁、南側の虎口 

i.o.p.q によって防御された、顕鏡系の曲輪

である外域によって構成され、その外備に南斜面下

部、東部が形成された可能性が在り、城域の中心が

北に偏る関心円構造を採用していたとみられる。

虎口司に至るルートは老蘇から直線的に延び¥城

下石寺を縦断し本谷の薦状地に上がり、そのまま谷

を北上する。このルートは老蘇から、八百市を経て

八風街道を通り、伊勢の桑名に出、太平洋岸航路に

接続する。これは六角氏が重要視していた街道で、

虎口 qは観音寺城期の大手とみられる。

観音寺城に六角氏当主以下の居住が文献上で確認

できるのは r鹿苑目録』天文八 (1539)年二月二日条

に「虎上苛従二観音寺一上洛、霜台神左有二返事一二

月旦日付母、四郎殿留レ山御留主之間…j とあり、

霜台(定頼)は山下に居て会うことができたが、四郎

殿(義賢)は山上の観音寺城に留まっており会うこと

ができなかったと報告している。また六角氏当主の

居住地がここでは γ観音寺J として認識されている。

次いで r鹿苑日~~天文人 (1539) 年二月九日条に

は円満寺欝了が観音寺城に登り、六角氏家臣神崎左

京亮宅におちつき、この後 γ屋形J に赴き、定頼、

と対面し、大原宅で長田、水原、進藤、穂村、

馬淵ら六角氏家臣の主だったもの達と会っている。

日には γ屋形二階J で五献以下吸物を頂ト小

林、奈良崎、小原が棺伴している。

日には下山し、殿原衆の見送りを受け、深谷

から下山しており、このことから、これらの施設や

他の家庄の宅も山上に存在したとみられる。

また F宗長手記」天文十三 (1544)年十月条に「観

音寺登城f鹿敷二階」、 r東国紀行J 天文十三年十

月二日条にも「観音寺衆下山参会J とあり、 16世紀

中葉には山上に当主の「屋形」をはじめ、主だった

家臣の「宅」が建ち並んで、いたとみられる。

また撒山西山腹の桑賓寺には亨禄四一天文三  

(1531 ~34) 年の問、足利義晴の仮幕府が置かれてい

る。また天文十八 (1549)年には「お寺新市」文字が

みえる (f今堀日吉神社文書.)])。 

(1552)年、 16世紀において六角氏の権

力を確立した六角定頼が死去した。また弘治三  

(1557)年には定頼の兄氏織の後継者で、 「江州、l

と呼ばれた六角秀長(義実)が没しJ)鹿苑霞主義(fJ本自

ている。 
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図 5 観畜寺城変還図 (S = 1/8，000) 
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B.観者寺域E期(関� 5 -2) 

現況のプランがほぼ確立した段階である。観音寺

域日期の年代は、� W4やS1 . 5等から出土した土

器から16世紀中頃とみられている。日期は複数の曲

輸によって構成される内域と、これを広く屈む外城、

この外側に広がる外域に分かれるとした。� 

a) 内城� E期の内城は工期においての山頂部のみ

に加えて、西尾根部と東尾根部の大部分がそれぞ、れ

付加系の出輪として再編成された。これらの部分を

加えて内城と呼称する。� 

b)外域外城は、虎口� h、虎口� i、虎口m、虎口� 

P、虎口� r、虎口� sによって防御された囲鏡系の曲

輪である。規模は差し渡しで、700mである。

虎口� hはこの虎口のみ喰違になっており、虎口は

西部し、北は長さ10m、高さ� 3mの石垣が北に延び

る。虎口� lは関口が5.2mで、� f富津口見付。J と伝

えられる。虎口� Pの� γ権現見付」は関口� 4m、前面

の城道に、横矢を懸けることのできる平坦商が確保

されている。虎口� f は「関遡坂見付」、虎口� sの

「本谷見付」は後世の改変によって不明な点が多い。

む)外域 観音寺域外城虎口� sの外側には城下町

「石寺j が、虎口� p 。弓の外には東部域平坦面群が

存在する。虎口� sの設定による城域の拡張は、城郭

と城下町の一体化を狙ったものとみられる。

また虎口� f. 1の強化は桑実寺や後述する「常楽

寺J をも観音寺城の直接的な影響下に包括する意図

があったものともみられる。� 

d) IJ¥i話 観音寺域E期は、①一内城を拡大し、中

枢機能の拡張を計り、主曲輪を中心とした放射状複

合構造を採る内域に改変した。

②一南尾根部と虎口� s構築による外域の南及び麓

への拡張による戦時における兵力や物資の収容能力

を増大させ、 「石寺」との一体化を計った。

③一虎口は防御線上に設けられた守も、内外に

門幅より広い平場を確保する「虎口空間」、門内の� 

γ控の空間J で構成されていると考えている。

寺域� E期の虎口ではその規模によって異なるが、虎

臼空間が未発達であるのに対し、控の空関は或る程

度発達している。また内域の主品輸虎口� a . c .d、

西曲輪虎口� e・f.宮、東出輪東虎口 j、外域の虎

口h . 1 .m . P . r . s等主要虎口は石垣化され

ている。

④一南尾根部と虎口� s構築による外域の南及び麓

への拡張によって、城下との一体化が指行され、城

下石寺が外域化されたことにより、主郭を中心とし

た同心円構造が更に強化された。

⑤一山頂の主曲輪@西曲輪@西尾根上のW4・S 

1~5 等、城域西部の石垣化である。

①の東曲輪@西曲輪の形成は観音寺城が山頂の主

郭を中心とする単純な同心円構造を脱し、中心部の

曲輪を核とし、周囲に曲輪を放射状に配置するこ

とによって求心性がより強化された城郭へと改変さ

れたことを示している。

ここで興味深いのは西指輪の存在である。西出輪

は織山山頂の主曲輪と、城主の日常生活の中心とみ

られるW4を結合する存在である。そして東出輪と

異なりほぼ防御線が石垣化されている。また西出輪

に面する虎口� dは主出輪最大の規模を有し、主出輪

一酉曲輸の結合度は他よりも強いとみられる。

⑤に関しては後述するが西方を指向する内域の虎

口fは域内で最も複雑な構造を持ち、外域の虎口� i

は域内最大の虎口である。これらのことは観膏寺城

立期が西方「常楽寺」を強く意識していたこと示し、

「常楽寺Jの城下町化が指向されたものとみられる。� 
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6. 各遺跡の概要一 5 

γ常楽寺J (函 6 ) 

六角の後継者義賢は、観音寺城西方 2kmの γ常楽

に江雲寺を建立しこれを定頼の菩提寺としたo 

r常楽寺J は湖東地域において最も内陸に設けられ

た湊を有し、水上交通と陸上交通の結接点であった。

後の「下街道j はここにアクセスし、太平洋に面す

る伊勢の「桑名」から「八日市」に延びるルートは、

更に「常楽寺湊」に延びていた。そして「常楽寺

湊j から琵琶湖を渡って γ今津j に至り、六角氏の

息、がかかった保内商人も通蕗権を持つ「九里半越J

の先に在る若狭の「小浜j は、日本海航路の中に位

置付けられていた。

またこの地域は日本の東国と畿内を結ぶルート上

しており、 「常楽寺」は日本の中央で、日本

の太平洋側と呂本海側、畿内と東閣を結ぶ十字路の

役割が期待されていたものとみられ、ここに菩提寺

を置いて「常楽寺j を六角氏当主が実効支配し、流

通経路の掌握を意罰したとみられる。

この「常楽寺j 周辺の現大字上豊浦@慈恩寺。小

中には六角氏関係の宗教施設が多く存在している。

小中には六角氏の氏神沙々貴神社が古くから鎮座し、

一族の崇敬を受けていた。また常楽寺の地名は同神

宮寺の名によるとされる。また若宮八幡神社の神紋

は六角氏の四回結である。若宮八幡神社に近接する

六角山正念寺は弘治三 (1557)年に六角義実が開基し

たと{云えられる。

更に大字常楽寺の西、大字慈恵、寺には六角氏の菩

提寺慈恩寺。威徳院が既に建立されており、慈恩寺

の遺構とされる浄厳院楼門の解体修理の結果、この

門が16世紀中頃に建立されたことが明らかにされた。

また慈恵寺の西の小字金剛寺は、近江八i播市金制

寺に建立されていた六角氏の菩提寺金剛寺を 16世紀

中頃に移したものの遺称と考えている。

このように「常楽寺」は六角氏色が強くなってゆ

く反面、古くからの常楽寺領主木村氏は16世紀初頭

頃に野洲町北村に賠館を移している。

安土町豊浦からは r常楽寺J に伴うとみられる濠

が検出されており、先述した金剛寺城の「金剛寺

衆J が「常楽寺J に移転した可能性も考えられる。

以上を勘案すると「常楽寺」の規模は、豊浦の濠 

から正念寺迄が推測され、差し渡しl， OOOmに及ぶ

かともみられる。

更に、 「常楽寺J から酉へ延び、るルートは、慈恵

寺北側を通り、 16世紀初頭には存在していた大町

(近江八幡市長田町)、六角氏の尼寺永明寺が所在し

た西庄に沿いながら、屈曲して延びている。この道

路の方位は条里地割と若干方位を異にし、上豊浦か

ら常楽寺付近の東西街路とほぼ同じであり、 「常楽

寺」内の衛路を延長したものとみられる。

この一部は平成 5年に浄厳院の商で行われた発掘

調査で、条里方位の溝を埋め立てて、現在残る道路

が形成されたことが明らかにされている。

また「常楽寺J から沙々貴神社、更に常楽寺山に

至る帯状の地域は、方位こそ条里地割と同じくする

も、その土地区画は「常楽寺J から延びる道路に

よって規制されており、ここにも「常楽寺」の影響

が認められる。よって「常楽寺J から西に向かつて

方位を同じくして屈曲しながら延びる一条の道路に

沿う 2畑、南東に向かつて常楽寺山に向かつて延び

る長さ 1kmの帯状の範囲が「常楽寺」の影響を受け

た範囲といえる。この範屈は酉を六角氏の尼寺であ

る永明寺が所在する西庄、高東が六角氏の氏神であ

る沙々貴神社に限られることから六角氏によって施

工されたものとみられる。

このように観音寺域の西方 2kmには、江雲寺や正

念寺を中心として纏められた六角氏色の極めて強い

観音寺城の外港菩提寺都市とでも呼称、できる γ常楽

寺」が成立していたことが推測できる。

よって観音寺城南話題根の総石垣化は、六角氏の 

γ常楽寺」の形成と連動したものとみられる。

「常楽寺J に面する観者寺城西方は観音寺城西面

に延々と築かれた石垣に開けられた富津口見付を起

点とした道路に連なる「常楽寺」の疑似城下町化を

強く推進していた表れとみる。

これに対して城下町「石寺」は「石寺新市γ 観

音正寺の存在等が伝えられるものの、六角氏の菩提

寺の存在などは伝えられておらず、観音寺城城下町

と云いながら、六角氏色は「常楽寺J と比較になら

ない。ここに観音寺城城下町「石寺J と外港「常楽

寺J の差がある。
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ココ図 6 r常楽寺」関連図 (S 1/25，000) 

7盟各遺跡の概要一 6

安土域没び城下町遺跡(図 7) 

γ安土J は1570年に織田信長によって築かれた。 

a) 中核曲輪群(内城) 安土城の中核曲翰群(内城

域)は先鋭化した東海系近畿型 Aのプランを採用す

る。主郭は天主への入り口が設けられた上段部分。

前郭は本丸と伝えられる下段の部分で、近畿型Aの

プランが南北に圧縮された形態をとり、天主台が主

郭と前郭にまたがって設けられている。

前郭の西虎口は門前脇の石壌を門ごと後退させそ

の両側面から門の前面に横矢が掛るように計画され

ている。この門の前方には30X20mの東西に長い平

坦面がテラス状に張り出しており虎口空間を形成し

ている。

前郭は発掘調査が行われており、 「信長公記J に

記載のある「三御門J南殿」とみられる遺構が認め

られる。

また主郭と前郭の西半分は腰曲輪によって園競さ

れている。

これを私案の近世城郭における基本的な構成にあ

てはめると、主郭と前郭が主部を形成し、腰曲輪が

接続部と外節部の機能を果たしており、主郭(前郭

の一部)や「伝八角平J が収容空間と機能していた

とみられる。

近世城郭の構成としては主部が 2郭に分離してい

ること、接続部が三方に延びる尾根線の 2方にしか

対応しておらず、未成熟であること、収容空間が未

発達であることが挙げられ、全体的に未発達の印象

が得られる。 

b) 図郭(外城) 間郭は安土山全体と捉えるか、千

田氏が総構とした部分の一部と捉えるか筆者も迷う

ところである。

発掘調査によって、中核曲翰群に向かつて真っ

ぐ延びる幹線道、これに面して門を開く屋敷跡等が

検出されている、私案の大規模囲郭に分類できる。 

c)城下町(付属域) 城下町は活津彦被神社の門前

町的な形態をとっ 的に計画されているとみら

れ、 「観音寺J のような散在性は極力抑えられてお

り、これを城郭を中心とした同心円構造の城郭運用

集団蔚住域に切り込ませることによって城郭との一

体化が計られている。
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また江戸時代の古絵図から活津彦根神社を含む城

o w w ~ ~ W OOm 

凡例

社寺門前町
的城下町域

城郭寵属
城下町域

下町の北半部を防御施設で隔離していた可能性が考

えられ、愛知県の「小牧J 同様城下町を防御の対象

と見倣していた可能性がある。 

d)小括以上のように安土城_  r安土J では、虎

口等の技巧化が進んでおり、観音寺城よりも更に進

んだ盛期の状況を示す。しかしながら、近世城郭と

しては未成熟であるといえる。

図 7 r安土」 
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8個各遺跡の概要-7

八幡域及び城下町遺跡(図 8) 

a)中核曲輪群(内城)

曲輪群は主郭とこれを取

り巻く主郭腰由輪、これに

接続される前郭からなり、

東海系近畿型 Bのプランを

採用する。主郭東門の前面

には 20XIomの平祖国が確

保されており、虎口空間を

形成している。

前郭の商門は南面し主郭東門虎日空間の直下に設

けられ、主郭と前郭の 2曲輪によって防御されてお

10り、安土城より更に進んだプランを導入している。
0"ト o

全体の構成は主郭が主部、主郭腰曲輪が接続部、 ml m 

前郭と γ出丸」が収容空間として機能していたとみ

られる。

八幡城を含む東海系近畿型 Bは、兵産県の出石城、

凡例

社寺門前町
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中核曲輪群

大阪府の豊臣期大坂城、神奈川県の石垣山城、

県の名護産城、出梨県の甲府城等に認められ、

政権の中枢に近い集団の城郭に多く用いられている。 

b)圏郭(外域) 囲郭は三角形を呈し、南を底辺と

すると、これを八橋濠によって麗し尾根筋を防御線

として、その頂点に中核出輪群を配置する構造であ

る。内部には居館を設け入i播濠との関に家臣集団の

集住地が形成されている。 

c)城下町(付麗ぶ)城下町は八勝神社の門前町的

な部分と城郭に藍属する部分に分けられるが、両者

は一体的に計画され長方形街区を形成する。健し八

幡神社の門前町的な部分は長方形街区がやや歪んで

おり、微高地上に設けられているのに対して、城郭

に直属する部分は低地に立地しており両者には違い

が認められる。城下町施設は散在すること無く

域に集約的に配置されているが、城下町の一部、あ

るいは全部を取り込んだ総郭は形成されていない。

的城下町域

城郭直属
城下町域 

500m 

図 8 「近江八幡」



9.域館構造の変遷

慈恵、寺の居館集落は 15世紀から 16世紀初頭、金剛

寺域彊期は 16世紀の前葉、観音寺域 H期は 16l世紀中

頃に、 「安土J及ぴ IJ¥.橋J は16世紀後半にそれぞ

れ時期を設定できる。

次にプランの相似から慈恵寺の居館集落が最も

しこれに石寺の居館集落、観膏寺城工期がつぐと

考えられる。また金剛寺城頭期と観音寺域 E期は開

相である。

これらを纏めると、当該地域の大規模な集住形態

は 5段階に分けることができる。 

1段階は安土町金関寺遺跡 I期(慈恩寺の居館集

務)。金剛寺城遺跡 I期にみられるような居館集落

の段階で、防御施設を有するのは居館のみである。 

2段階は石寺の居館集落@観音寺城工期にみられ

るような居館を内域とし、この外側に防御線を設定

する段階である。 

3段階は金剛寺域宜@彊鶏、観音寺城 E期にみら

れるような、内域が複郭イヒし求心性が強化された中

核曲輪群を形成する段階である。そして吏に観音寺

城では城郭、 r石寺JI常楽寺」を中心とした散在的

ではあるが有機的に結合された築住形態が形成され

る。

ここで問題となるのは金剛寺域理期と観音寺域 E

期が向形態となることである。

金剛寺城彊期は発掘調査の出土資料の分析から 16

世紀前菜に位置付けられ、 には廃絶した可能性

が考えられる。これに対して観音寺城 E期は 16世紀

に関心円構造から金剛寺城麗期と同じ構造に改

修されたと想定される。

城郭の構造上の変遷や発掘調査の成果からみれば、

金剛寺域宜期→金関寺域副期→観音寺城 E期と展開

していったと考えるのが適当で、ある。

このことは金制寺城で形成された集団が16世紀中

に至って観音寺城に移動してきたことを示すと考

えられる。伝承では六角氏の本城は金剛寺域から観

音寺域へと移動したと伝えられ、これを裏付ける成

果が得られたわけで、ある。

また 16世紀前葉には観音寺城工期一「石寺」、金

剛寺城盟期が併存していたことを示している。では 

16世紀前葉にそれぞれを使用したのはどのような集

国であったのであろうか。

六角氏の家系は高頼の息子の代で 2系統に分かれ

る。 1つは氏網系で、将軍の身辺に在って活動したと

みられる。もう一つは定頼系で、近江に在ってこれを

支配した。定頼は当初僧籍にあったが、還俗して武

将として活躍するようになり、近江に在って観音寺

城からこれを支配した。当初定頼は金制寺域に在っ

て、金剛寺城日期から悪期への変遷も定頼の武将と

しての成長に伴うものと考える。

これに対して氏網系は近江の支配を定頼に任せ将

軍の近臣として活動したと考えられ、 16世紀中葉に

は観音寺城を定頼に明け渡したと考えられる。この

ような背景が観音寺城立期の構造に影響をもたらし

たと思われる。 

4段階は安土城及び城下町にみられるような、内

域が技巧化し求心性がより強化され、社寺門前町的

な城下町が城郭に密接して形成された段階である。 

5段階は八幡域及び城下町にみられるような、内

城の技巧化、求心性が吏に強化され、社寺門前町的

な城下町とは別に城郭に藍属する城下町が形成され

る段階である。 

10副議室 語

前節まででは湖東地域中央部の大規模な遺跡を時

代}II真に並べそれぞれ特徴を述べた。この時期は中世

から近世へと時代が遷移する変換期でありこれらの

遺跡群のなかに中世と近世の境界をみいだすことが

できると思う。 1段階とした慈恩寺の居館集落は規

模的にも小さく構造も単純で中世居館集落の典型的

な事例と見倣すことができる。

これに対して 2段措以降は規模的にも大きく構造

も複雑で、 1段階とは異なっている。ここに中世と

近世の境界を設定したいと思う。

また 2段階以降の近世も、築住形態が分散する 

2 . 3段階と、城郭を中心として居住域が面的に拡

がる 4 • 5段階に分けることができる。 2 • 3段階

は近世の最初期として先近世と位置付け、 4 • 5段

階の近世とは一線を顕することができると思う。

以上湖東地域中央部の大規模な集住形態を時期別

に並べ、中世と近世の画期、更に近世の初期段階の

設定を行った。 
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本稿では湖東地域中央部の大規模な遺跡を概観す 間註(5)に同じ

ることによって、中世から近世の移行期における大

規模な集住形態の変遷を把援することができたと思

つ。
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編集後 記

今回は� 8編を数える多数の論文を掲載することができました。内容も、縄文時代から

近世までと各時代の研究論文のほか、普及事業についての報告もあり、バラエティに

んだものとなりました。

埋蔵文化財を取り巻く環境は年々厳しくなってきていますが、我々の調査@研究の成

果をわかりやすくお届けできるよう、今後も様々な形で努力していきたいと思います。� 
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